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情

報

国
立
公
園
に
お
け
る
絶
景
立
地 

キ
ャ
ン
プ
場
運
営
の
技
術
的
課
題 

——
D
o
t

 G
L
A
M
P
I
N
G

北
軽
井
沢
の
実
践
と 

持
続
可
能
性
—

「

絶
景
立
地
の
価
値
と 

事
業
条
件

D
o
t

 G
L
A
M
P
I
N
G

北

軽

井

沢

は

、
 

浅
間
山
を
正
面
に
望
む
景
観
優
位
性
を 

有
し
、
国
立
公
園
内
か
つ
ジ
オ
パ
ー
ク 

圏
域
に
立
地
す
る
野
営
場
事
業
と
し
て 

運
営
し
て
い
る
。
浅
間
山
の
眺
望
と
い 

う
圧
倒
的
な
魅
力
は
、
来
訪
動
機
を
形 

成
す
る
最
大
の
資
源
で
あ
り
、
他
施
設 

に
は
代
替
し
難
い
競
争
優
位
で
も
あ
る 

(

写
真1
)

。

一
方
で
、
そ
の
価
値
は
厳
し
い
自
然 

条
件
と
常
に
表
裏
一
体
で
あ
る
。
冬
季 

に
は
井
戸
の
凍
結
に
よ
り
営
業
継
続
が 

困
難
と
な
り
、
平
常
時
も
強
風
が
安
全 

管
理
、
設
備
維
持
、
滞
在
快
適
性
の
確 

保
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
す
な
わ 

ち
本
施
設
の
運
営
は
、
景
観
を
売
る
宿

西
武
造
園
株
式
会
社

清

水 

遠 

泊
事
業
で
は
な
く
、
自
然
条
件
へ
の
適 

応
、
保
全
上
の
制
約
へ
の
対
応
、
顧
客 

満
足
の
維
持
、
採
算
性
の
確
保
を
同
時 

に
成
立
さ
せ
る
現
場
技
術
の
集
積
と
し 

て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

写真1 浅間山 を望む圧倒的な景色

ニ•

事
業
再
編
に
よ
る
需
要
の
一 

再
設
定

当
施
設
は
、

二
〇
二
三
年
に
休
憩
所 

か
ら
野
営
場
へ
事
業
変
更
し
て
開
業
し
、
 

二
〇
二
五
年
に
は
施
設
全
体
を
ド
ッ
グ 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
型
へ
転
換
し
た
。
こ
れ 

は
単
な
る
付
帯
サ
ー
ビ
ス
の
追
加
で
は 

な
く
、
立
地
条
件
の
厳
し
さ
を
前
提
に
、
 

そ
れ
で
も
選
ば
れ
る
理
由
を
再
定
義
す 

る
事
業
再
編
で
あ
る
。

広
い
芝
生
広
場
、
犬
用
水
洗
い
場
、
 

全
ジ
オ
ル
ー
ム
へ
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
付
設
、
 

犬
に
配
慮
し
た
内
装
、

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ 

ト
の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
対
応
に
加 

え
、
利
用
規
約
の
設
定
、
予
防
接
種
証

写真 2 Dot GLAMPING北軽井沢パンフ レット

明
書
の
確
認
、
犬
同
伴
を
前
提
と
し
た 

接
遇
、
犬
用
食
事
の
販
売
な
ど
ソ
フ
ト 

面
も
再
設
計
し
た
。
そ
の
結
果
、
ジ
オ 

ル
ー
ム
に
お
け
る
犬
利
用
は
二
〇
二
四 

年
度
六
五
件
か
ら
二
〇
二
五
年
度
一
〇 

九
件
へ
伸
長
し
て
い
る
。
絶
景
立
地
に 

「
愛
犬
と
常
に
一
緒
に
過
ご
せ
る
滞
在 

価
値
」
を
重
ね
る
こ
と
で
、
景
観
依
存 

型
か
ら
体
験
設
計
型
へ
と
商
品
構
造
を 

進

化

さ

せ

て

き

た

の

で

あ

る(

写
真 

2

0三•

国
立
公
園
事
業
に
求
め
ら 

れ
る
技
術
的
視
点 

環
境
省
は
環
境
白
書
で
、
国
立
公
園 

に
お
い
て
受
入
環
境
整
備
、
滞
在
環
境 

の
上
質
化
、
多
言
語
解
説
、
ビ
ジ
タ
— 

セ
ン
タ
—
等
の
機
能
充
実
、
質
の
高
い 

ツ
ア
ー 
•

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、
ガ
イ 

ド
等
の
人
材
育
成
支
援
、
利
用
者
負
担 

の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
示
し 

て

い

る
(

写
真3
)

。
ま
た
環
境
省
は
、
 

優
れ
た
自
然
を
守
り
つ
つ
適
正
な
利
用 

を
進
め
、
地
域
活
性
化
と
保
全
を
接
続 

す

る

「
保
護
と
利
用
の
好
循
環
」
を
実 

現
す
る
方
針
も
示
し
て
い
る
。
 

こ
の
視
点
に
立
て
ば
、
国
立
公
園
内 

の
宿
泊
施
設
に
必
要
な
の
は
、
自
然
を 

消
費
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
然
資 

源
の
理
解
と
行
動
変
容
を
促
す
滞
在
設
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計
で
あ
る
。
浅
間
山
の
眺
望
、
火
山
地 

形
、
星
空
、
風
や
寒
冷
と
い
っ
た
自
然 

条
件
そ
の
も
の
を
、
観
賞
対
象
か
ら
学 

習
対
象
へ
転
換
す
る
解
説
機
能
が
重
要 

と
な
る
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
知
見
、
地
域 

文
化
、
周
辺
観
光
資
源
、
自
然
の
厳
し 

さ
を
一
体
で
伝
え
る
こ
と
で
、
景
観
の 

価

値

は

「
見
る
価
値
」
か

ら

「
理
解
し 

関
わ
る
価
値
」

へ
と
高
度
化
す
る
。

四•

運
営
上
の
主
要
課
題 

第
一
の
課
題
は
自
然
条
件
で
あ
る
。
 

強
風
、
寒
冷
、
給
水
制
約
は
営
業
期
間
、
 

維
持
管
理
費
、
設
備
投
資
、
安
全
対
策 

に
直
接
影
響
し
、

一
般
の
宿
泊
施
設
以 

上
に
環
境
適
応
型
の
運
営
を
必
要
と
す 

る
。第

二
の
課
題
は
雇
用
で
あ
る
。
絶
景 

の
場
所
は
、
し
ば
し
ば
過
疎
地
に
位
置 

し
、
必
要
な
人
材
を
安
定
的
に
確
保
す

3 センターでの星空ガイド

る
こ
と
が
難
し
い
。
と
り 

わ
け
宿
泊
施
設
で
は
、
現 

場
で
の
顧
客
対
応
が
ロ
コ 

ミ
評
価
や
再
訪
意
向
を
大 

き
く
左
右
す
る
た
め
、
人 

材
不
足
は
単
な
る
労
務
問 

題
で
は
な
く
、
商
品
価
値 

の
低
下
そ
の
も
の
に
直
結 

す
る
。
環
境
省
も
環
境
白 

書
で
、
国
立
公
園
に
お
け
る
ガ
イ
ド
等 

の
人
材
育
成
支
援
や
、
幅
広
い
関
係
者 

と
の
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
進
め 

る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
国
立 

公
園
観
光
で
は
、
施
設
単
独
で
人
材
を 

抱
え
込
む
発
想
だ
け
で
な
く
、
地
域
内 

で
の
人
材
共
用
、

ガ
イ
ド
育
成
、

副 

業
•

兼
業
人
材
の
受
け
入
れ
、
繁
閑
差 

に
応
じ
た
柔
軟
な
配
置
設
計
が
必
要
で 

あ
る
。

加
え
て
、
国
立
公
園
内
の
施
設
で
は
、
 

利
用
者
の
期
待
水
準
に
対
し
て
常
勤
人 

員
を
厚
く
配
置
し
に
く
く
、
少
人
数
運 

営
を
前
提
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
設
計
が
不 

可
欠
で
あ
る
。
予
約
段
階
で
の
情
報
提 

供
の
徹
底
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や 

事
前
同
意
の
活
用
、
滞
在
ル
ー
ル
の
可 

視
化
、
解
説
コ
ン
テ
ン
ツ
の
デ
ジ
タ
ル 

化
を
進
め
る
こ
と
で
、
接
遇
品
質
を
維 

持
し
つ
つ
現
場
負
荷
を
抑
え
る
必
要
が 

あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
内
で
清
掃
、
案

子 様 の

真 写

内
、
体
験
補
助
を
分
担
す
る
連
携
体
制 

の
構
築
も
重
要
で
あ
る
。
 

第
三
の
課
題
は
利
用
者
管
理
で
あ
る
。
 

犬
同
伴
需
要
は
成
長
性
を
有
す
る
一
方
、
 

臭
い
、
鳴
き
声
、
清
掃
負
荷
、
区
画
間 

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
が
不
可
欠
で
あ
り
、
 

規
約
整
備
だ
け
で
な
く
、
予
約
時
説
明
、
 

動
線
管
理
、
清
掃
基
準
、
初
動
対
応
の 

標
準
化
が
求
め
ら
れ
る
。
 

五•

能
動
的
利
用
者
を
育
て
る
一

仕
組
み

今
後
の
国
立
公
園
観
光
で
は
、
利
用 

者
を
受
け
身
の
観
光
客
の
ま
ま
に
し
な 

い
仕
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
環
境
省
の 

施
策
と
し
て
は
、
自
然
体
験
、
環
境
教 

育
、
多
様
な
主
体
の
参
画
促
進
、
自
然 

公
園
指
導
員
や
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

の
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
環
境
白
書
に 

も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

施
設
運
営
に
お
い
て
も
、
宿
泊
者
参 

加
型
の
自
然
観
察
記
録
、
星
空
や
浅
間 

山
の
観
測
ロ
グ
、
清
掃
や
美
化
活
動
へ 

の
参
加
特
典
、
地
域
産
品
の
購
入
と
保 

全
協
力
を
結
び
付
け
る
仕
組
み
な
ど
、
 

利
用
者
が
自
ら
関
与
で
き
る
要
素
を
導 

入
す
べ
き
で
あ
る
。
利
用
者
を
単
な
る 

消
費
者
で
は
な
く
、
景
観
保
全
と
地
域 

価
値
の
共
創
者
と
し
て
位
置
付
け
る
こ 

と
が
、
顧
客
満
足
の
向
上
、
現
場
負
荷

の
分
散
、
再
訪
意
欲
の
形
成
を
同
時
に 

可
能
に
す
る
。

六•

お
わ
り
に 

D
o
t

 G
L
A
M
P
I
N
G

北
軽
井
沢
の
実 

践
は
、
国
立
公
園
内
の
観
光
事
業
が
、
 

絶
景
だ
け
で
は
持
続
せ
ず
、
自
然
条
件 

へ
の
適
応
、
需
要
の
再
設
定
、
人
材
確 

保
、
接
遇
品
質
、
解
説
機
能
、
利
用
者 

参
加
の
設
計
を
組
み
合
わ
せ
て
初
め
て 

成
立
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 

国
立
公
園
に
お
け
る
民
間
参
画
事
業 

の
持
続
可
能
性
は
、
保
全
と
利
用
を
対 

立
的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
両
者 

を
現
場
運
営
の
中
で
接
続
す
る
技
術
を 

い
か
に
蓄
積
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い 

る
。
そ
の
意
味
で
、
当
施
設
の
試
行
錯 

誤
は
、
国
立
公
園
観
光
の
次
の
運
営
モ 

デ
ル
を
考
え
る
上
で
有
効
な
実
践
事
例 

で
あ
る
と
考
え
る
。

清

水

遠
•

し
み
ず
ひ
ろ 

一
九
九
六
年
四
月
西
武
造
園
株
式
会
社
入 

社
。
国
内
外
の
造
園
施
工
現
場
に
現
場
監
督 

と
し
て
従
事
。
ニ
〇
一
一
年
よ
り
新
規
事
業 

開
発
部
門
に
配
属
の
の
ち
、
環
境•

社
会
配 

慮
型
の
新
規
事
業
開
発
を
手
掛
け
る
。
二
〇 

二
五
年
四
月
よ
り
同
社
取
締
役
。
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